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県立学校における新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のための 

休業措置等について（通知） 

 

各校におかれては、日頃から学校における新型コロナウイルス感染症の感染拡大防

止に取り組まれていることに感謝申し上げます。 

標記については、令和４年２月１５日付け青教ス第１２０１号で通知し、また、令和

４年３月２４日付け青教ス第１３８０号で４月１０日（日）までの措置を延長する旨通

知したところですが、今般、本県の感染拡大の状況が継続していることを鑑み、令和４

年３月２９日付けで県保健医療調整本部において積極的疫学調査等の方針が見直され

４月２８日（木）までの間、中学校・高等学校において、保健所による積極的疫学調査

が行われないこと等が示されました。 

この度の検査体制の見直し等を踏まえ、令和４年４月１１日（月）から４月２８日

（木）までの間、県立学校における感染拡大防止のための休業措置等について下記のと

おり取り扱うこととしました。 

ついては、貴校の児童生徒、保護者及び教職員に周知するとともに、適切に対応して

くださるようお願いします。 

 なお、本通知の対応については、今後の新型コロナウイルス感染症の発生状況等に応

じて変更する場合があることを申し添えます。 

 

 

記 

 

 

１ 体調不良者への対応（児童生徒） 

（１）体調不良者がいる場合 

体調不良者は登校を控え（出席停止）、症状がなくなってから４８時間以上経過

した後、登校を可能とする。 

ワクチン接種後の副反応と思われる体調不良の場合も、症状がなくなってから

４８時間以上経過したのち、登校を可能とする。 

（２）体調不良者が同一学級に複数（在籍数のおおむね２０～２５％程度）いる場合 

   当該学級は３日間（土日、休日を含む。）の臨時休業を検討する。 

（３）臨時休業の措置を講じている学級が複数ある場合 

   学年又は全校の臨時休業について、学校における感染状況等を踏まえ判断する。 

 



２ 陽性（保健所が陽性とみなした場合を含む。）が判明した場合の対応（児童生徒） 

（１）陽性判明者が感染可能期間に登校している場合 

  ① 当該学級は、陽性判明者の最終登校日の翌日から３日間（土日、休日を含む。） 

の臨時休業とする。 

② 当該学級において、次の（２）に該当する者以外は体調に異常がなければ４日

目からの登校を可能とする。 

（２）陽性判明者の接触者 

陽性判明者と感染可能期間に接触があったと考えられる接触者（以下に掲げる

「接触者」参照）は、陽性判明者との最終接触日の翌日から７日間の出席停止とし、

症状がなければ８日目からの登校を可能とする。なお、４日目及び５日目に検査

し、陰性確認がとれた場合は、５日目からの登校を可能とする。 

出席停止については、接触者に該当する児童生徒本人のみで、保護者等の就業を

制限するものではありません。 

（３）その他、保健所から検査及び待機期間の指示がある場合は、その指示に従うこと。 

 

「接触者」 

・マスクを着用していても手の届く距離で１５分以上会話をした者 

・会話を伴って一緒に食事をした者 

・マスクを着用していても呼気が荒くなるような運動を共にした者 

・その他、仲の良い友人等、普段から比較的近い距離で接している者 

 

３ 教職員について 

  教職員の在宅勤務又は出勤困難休暇等については、上記１及び２に準じ取り扱う

こととする。 

 

４ その他留意事項 

新型コロナウイルス感染症に係る学校の一部又は全部の臨時休業の措置について

は、学校における感染状況等に基づき、県健康福祉部、保健所等の見解を踏まえ、県

教育委員会が判断しますので、各校においては、体調不良者等の状況について速やか

に御連絡願います。 
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